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論 文 内 容 の 要 旨 
マイコブラズマは、寄生性のバクテリアで細胞壁がないことや、ゲノムが小さいことで知られている。多く
の種では細胞に極性があり、細く突き出した頭部でガラスや宿主細胞などの表面に接着し、張り付いたまま頭
方向にのみ動く。 
この動きは滑走運動といわれ、Mycoplasma mobileでは、１秒間に細胞長の４倍の距離を移動する。滑走運
動のメカニズムは他のどんな細胞運動とも異なり、まったく未知のものである。本研究では、滑走運動に関わ
る３つのタンパク質の同定と解析、また滑走運動に必要なエネルギー源の同定を行った。 
M.mobileの滑走運動を担うタンパク質、Gli123,Gli349,Gli521はゲノム上でタンデムにコードされており、
オペロンを形成していた。これらのタンパク質は、細胞あたりほぼ同じ分子数存在し、頭部の基部（neck）に
局在していた。Gli123は、Gli349とGli521タンパク質のneckへの局在に必要とされるタンパク質で、Gli349
は細胞のガラスへの接着に必要な接着タンパク質であった。さらに、滑走変異株と滑走阻害抗体を解析するこ
とにより、Gli349タンパク質が「ガラスへの接着・細胞の押し出し・ガラスからの解離」というサイクルをく
り返すことによって、滑走運動が起こるというモデルを提唱した。また、このサイクルを動かすエネルギー源
を同定するために、M.mobileのトリトンモデルを作製した。トリトンモデルとは、細胞を界面活性剤である
Triton X-100で処理することにより膜内外の透過性を高め、細胞内環境を外部からコントロールできるように
した細胞のことである。これによって、ATPのエネルギーにより滑走運動がおこっていることを証明した。ま
た、ATP加水分解反応と運動との関係を調べるためのシステムを確立した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
マイコブラズマは寄生性のバクテリアで、細く突き出した頭部でガラスや宿主細胞などの表面に接着し、張
りついたまま頭方向に動く滑走運動を行う。この運動のメカニズムは他のどんな生体運動とも異なり、まった
く未知のものであった。本研究は最も遠く滑走するMycoplasma mobileを用いて、大きく分けて以下の２点に
ついて明らかにした。（1）滑走運動の中核をになう３つのタンパク質を同定した。それらは分子量もアミノ酸
配列も既知のタンパク質とは全く異なるものであった。さらにそれらに対する抗体、および変異の滑走運動に
対する効果を調べることにより、Gli349タンパク質が「ガラスへの接着・細胞の押し出し・ガラスからの解離」
というサイクルをくり返すことによって、滑走運動が起こるというモデルを提唱した。（2）細胞内部で起こっ
ている反応を直接調べるために、細胞を透過化した“トリトンモデル”を確立した。トリトンモデルはATPの
添加により生細胞とほぼ同じ速度で滑走した。このことは、滑走運動の直接のエネルギーがATPから供給され
ていることを示すだけではなく、滑走運動の分子メカニズムを調べていくための決定的な実験系を得たことを
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示している。 
以上のことから、本論文は博士（理学）の学位を与えるに十分な学問上の貢献をしたと審査した。 
 
